
① 受験票送付（通常）

2020.11.13

アルミニウム溶接技能者評価試験の感染予防について
（アルミ溶接検定試験における感染予防対策の一例紹介）

④ 受験者の皆様のへ問診票の事前送付

 と会場での提出願い

③ 感染拡大防止のため遵守事項の事前送付

②～④ は定期会場に対する予防対策です

① 当会委員はマスクとフェースマスク又は保護メガ

ネを着用し、受験者もマスクの着用が必須

① 実施スケジュールに伴って班ごとに時間を指定し

て溶接実技場に案内（数か所掲示）

（一社）軽金属溶接協会
アルミニウム溶接検定委員会

１．当会からの受験者の皆様へのご案内（事前） ２．集合会場ではｿｰｼｬﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽを確保

３．集合場所から、実習場への案内 ４．試験材料の受け取り（その１）

② 「実技試験に対する注意事項」の事前送付

 各自、事前に一読いただき、読合せを中止

① 事前にゼッケンを机上に配置し、着席者の確認に

て出欠を判断

（一社）軽金属溶接協会（以下、当会と呼称）はコロナウイルス感染予防に対して、本年６月よりアルミ溶接

検定試験会場において実施しておりますので一例を紹介します．

尚、会場によって実施内容が異なりますので、ご理解いただけますようお願いいたします．

ｽｹｼﾞｭｰﾙ



① 溶接機番号が示されており、番号札の溶接機で試

験実施（会場によっては運営側で口頭案内）

① 施設では消毒用アルコール及び待機場所には仕切

りなど防止対策を実施

８．溶接実技場 ９．その他の対応

４．試験材料の受け取り（その２） ５．試験材料の前処理

６．溶接実技場への入室待ち ７．溶接実技場への案内方法（現在１会場のみ）

① 実技試験場に入る場合、各自の溶接機の番号札を

持って入り、終了後、番号札を返却

① 材料受け取りは、ｿｰｼｬﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽを保ち、一人づつ

受領

① ｿｰｼｬﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽを保ち、材料を固定しながら溶接継

手を加工

① 前処理後の材料を持ち、溶接機が空くまで、ｿｰｼｬﾙ

ﾃﾞｨｽﾀﾝｽを保ち待機


